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Abstract
LNG will be used as a coolant for the regenerative cooling cycle LNG rocket engines. Sulfur 
Corrosion and Coking phenomena are major problems for the regenerative cooling cycle LNG rocket 
engines. This paper describes the Sulfur Corrosion and coking characteristics for material candidates 
for the nozzle and combustion chamber. 




























 そこで本報では LNG を冷却剤とする再生冷却
エンジンのサルファアタックならびにコーキン
グに関し，設計指標に繋がる基礎データを取得




























































した．LNG 中の H2S 濃度ならびにプロパン濃度
は産地により異なるが H2S は約 1ppm，プロパン




























長さ 10×幅 9/10×厚さ 1/2mm 
φ6mm，長さ 31mm 引張試験片
φ10mm，高さ 2mm 熱伝導率片
プロパン濃度 約 1，約 3，約 5 (vol%) 





































質を用いた昇温実験での H2S 反応率を図 2 に示
す．同図より，H2S は実験開始温度である約
300K においてどの材質でも反応率が 50%を超え

































分析を行った．図 3 に EPMA 分析結果の一例と




























































図 4 カソード還元結果（SMC 昇温実験）
３－２－３ 材料強度分析











以下に示すように 900K 未満の H2S の吸着と
900K 以上での H2S の熱分解反応を発端として
進むと考えられる(3)．














図 6 H2S の吸着による反応機構(4) 
４．コーキング実験評価
４－１ 実験結果














して約 200K 熱分解開始温度が低い Inconel600






























































がわかった．この原因として Inconel600 の Fe 含





 (a)実験前 (b)1000K 等温実験後





















 C3H8?C3H7･+H･ (3) 









 C2H5･+H･?C2H4+H2 (6) 

















返し，C3 や C2 が析出される．これら析出物の
































SMC，OMC では約 10μm であるが，Ni
触媒効果のある Inconel600，Hastelloy-X
では約 442.3μm にも及ぶ．
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